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キーワード 

経腟採卵（OPU）、体外受精・培養（IVP）、分娩後早期の定時授精（TAI）、

腟内挿入型プロジェステロン・エストロジェン放出剤（PRID）を用い

た排卵同期化、定時胚移植、受胎率の向上 

 

          
 

 

 

 

 

【研究成果の内容】 

子牛に授乳している、あるいは早期離乳した黒毛和種経産牛に対して、分娩後 16～37 日の早期

に OPUで卵巣中の卵胞を吸引除去し、その直後から PRIDを併用した排卵同期化と TAIを実施し、

さらに TAI 後 7 日前後の間隔で 3回の OPU-IVP を連続実施することで、分娩後早期に受胎させ、

かつ大量の牛胚生産が可能である。 

 

 

 

 

 

１）遺伝的、経済的に価値が高い黒毛和種牛から効率的に移植可能胚

を大量に生産できる。 
２）分娩後空胎期間を延長せずに１年１産を達成できる。 
３）ある牛群に対し、分娩後早期（50 日以内）に TAI し、70％前後の高い受胎率を達成できる。

４）ホルスタイン種等を受胚牛として活用し、乳牛から黒毛和種産子を得ることで乳肉複合経

営が確立できる。 
５）高泌乳牛の後継牛を効率的に生産できる。 
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どんな技術？ 

何に使えるの？ 

分娩後のごく早期に、OPU で卵巣中の卵胞を吸引除去し、その直後から

PRIDを併用した排卵同期化とTAIを実施し、さらにOPU-IVPを連続実

施することで、授乳の有無にかかわらず高率に受胎させ、かつ大量の黒毛

和種牛胚生産が可能である。 

 


